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川
名
議
員
　
近
年
、
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
に
よ

り
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
本
年
も

福
岡
県
や
広
島
な
ど
で
8
月
に

大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

る
な
ど
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ

て
お
り
、
洪
水
災
害
や
土
砂
災

害
な
ど
の
甚
大
な
被
害
も
発
生

し
て
い
る
。

　
南
房
地
域
の
振
興
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
川
名
康
介
県
議（
鴨
川
市
・
南
房
総

市
・
安
房
郡
選
出
）は
9
月
定
例
県
議
会
で
登
壇
し
、災
害
復
旧
や
安
房
地
区
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、農
業
・
農
村
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
熊
谷
俊
人
知
事
ら
県
執

行
部
に
施
策
を
質
問
し
ま
し
た
。今
夏
の
台
風
・
大
雨
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
の
被

害
状
況
や
復
旧
の
見
通
し
を
聞
い
た
川
名
県
議
は
、南
房
総
市
荒
川
地
区
で
発
生

し
た
大
規
模
な
地
滑
り
に
触
れ
、崩
落
し
た
斜
面
の
早
期
復
旧
を
要
望
し
ま
し
た
。

川
名
県
議
の
質
問
と
県
執
行
部
の
答
弁
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

なかわ すけこう

南房総市
荒川地区

高
さ
100
㍍
の
大
規
模
災
害

　
本
県
に
お
い
て
も
、
7
月
か

ら
8
月
の
台
風
・
大
雨
に
よ
り
、

県
が
管
理
す
る
道
路
法
面
や

河
川
の
護
岸
な
ど
の
公
共
土
木

施
設
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
が
発
生
し
た
。

　
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木

施
設
は
、
県
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、
道
路
に

つ
い
て
は
、
地
元
住
民
の
日
常

生
活
だ
け
で
な
く
、
物
流
に
と

て
も
重
要
な
役
目
を
果
た
す

な
ど
、
県
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
上
で
、
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
早
期
の
復
旧
が
強
く
望

ま
れ
る
。

　
そ
こ
で
う
か
が
う
が
、
本
年

7
月
か
ら
8
月
の
台
風
・
大
雨

に
よ
る
道
路
、
河
川
等
の
公
共

土
木
施
設
の
被
害
状
況
は
ど
う登壇し、一般質問を行う川名康介県議

　
川
名
議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
自
宅
療
養
者

に
つ
い
て
、
感
染
者
が
急
増
し

た
こ
と
で
、
保
健
所
と
、
地
域

の
実
情
を
よ
く
知
る
市
町
村
と

の
や
り
取
り
に
改
善
点
が
必
要

と
聞
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
う
か
が
う
が
、
新
型

コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
自
宅

療
養
者
等
の
支
援
を
充
実
す

る
た
め
に
、
感
染
者
の
個
人
情

報
を
市
町
村
と
共
有
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
知
事
　
感
染
拡
大
に
よ
り

自
宅
療
養
者
等
が
急
増
し
た

場
合
に
お
い
て
、
自
宅
療
養
者

等
へ
の
支
援
を
円
滑
に
行
う
た

め
に
は
、
地
域
の
実
情
を
熟
知

し
て
い
る
市
町
村
の
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
市
町

村
と
覚
書
を
締
結
し
た
上
で

個
人
情
報
を
提
供
し
、
自
宅

療
養
者
等
の
安
否
確
認
を
含

め
た
健
康
観
察
や
、
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
や
食
材
の
配
布

等
を
、
県
と
市
町
村
と
で
連

携
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
自
宅
療
養
者

等
が
安
心
し
て
療
養
で
き
る
よ

う
、
市
町
村
と
連
携
し
て
、

必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

要望
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か
。
ま
た
、
今
後
の
復
旧
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長
　
本
年
7

月
か
ら
8
月
の
台
風
等
に
よ
る

公
共
土
木
施
設
の
被
害
状
況

と
今
後
の
復
旧
の
見
通
し
に
つ

い
て
の
ご
質
問
で
す
が
、
7
月

の
大
雨
、
8
月
の
台
風
10
号
及

び
大
雨
に
よ
る
公
共
土
木
施
設

の
被
害
状
況
は
、
県
南
部
を

中
心
に
、
県
が
管
理
す
る
道

路
の
法
面
崩
落
な
ど
5
箇
所
、

河
川
の
護
岸
損
壊
な
ど
33
箇

所
、
合
計
38
箇
所
で
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
応
急
対
策
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
は
、
公
共
土
木
施

設 

災
害
復
旧
事
業
等
を
活
用

し
て
、
1
日
も
早
い
復
旧
工
事

の
完
了
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
川
名
議
員
　
南
房
総

市
荒
川
地
区
で
は
7
月

の
大
雨
に
よ
り
地
滑
り
防
止
区

域
内
で
大
規
模
な
地
滑
り
災

害
が
発
生
し
た
。幸
い
人
命
や

人
家
に
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、斜
面
直
下
に
あ
る
市
道
や

砂
防
河
川
で
あ
る
荒
川
が
崩

落
土
砂
に
よ
り
埋
ま
り
、流
れ

が
堰
き
止
め
ら
れ
た
。崩
落
土

砂
に
よ
り
堰
き
止
め
ら
れ
た

荒
川
の
氾
濫
に
よ
り
新
た
な

災
害
が
発
生
す
る
の
で
は
と

心
配
し
た
が
、県
当
局
に
よ
る

迅
速
な
応
急
復
旧
に
よ
り
、仮

の
河
道
が
確
保
さ
れ
、胸
を
な

で
下
ろ
し
た
。

　
地
滑
り
が
発
生
し
た
斜
面

は
、高
さ
が
1
0
0
㍍
に
も
及

ぶ
長
大
な
も
の
で
あ
り
、復
旧

に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
わ

れ
る
が
、県
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、ま
た
、市
道
の

安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
う

え
で
崩
落
し
た
斜
面
の
早
期

復
旧
を
要
望
す
る
。

コロナ感染者の
情報共有必要

保健所と市町村

　
南
房
総
市
荒
川
地
区
の
地
滑

り
は
そ
の
後
、
国
の
災
害
復
旧

予
算
で
4
億
3
3
0
0
万
円
の

予
算
が
付
き
、
来
年
1
月
か
ら

復
旧
工
事
に
着
手
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

　
川
名
議
員

化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
に
よ

り
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
本
年
も

福
岡
県
や
広
島
な
ど
で
8
月
に

大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

る
な
ど
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ

て
お
り
、
洪
水
災
害
や
土
砂
災

害
な
ど
の
甚
大
な
被
害
も
発
生

し
て
い
る
。

　
南
房
地
域
の
振
興
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
川
名
康
介
県
議（
鴨
川
市

市路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、農
業

行
部
に
施
策
を
質
問
し
ま
し
た
。今
夏
の
台
風

害
状
況
や
復
旧
の
見
通
し
を
聞
い
た
川
名
県
議
は
、南
房
総
市
荒
川
地
区
で
発
生

し
た
大
規
模
な
地
滑
り
に
触
れ
、崩
落
し
た
斜
面
の
早
期
復
旧
を
要
望
し
ま
し
た
。

川
名
県
議
の
質
問
と
県
執
行
部
の
答
弁
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

高
さ

地すべりの早期復旧を
9
月
定
例
県
議
会
一般
質
問

9
月
定
例
県
議
会
一般
質
問
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川
名
議
員　
安
房
地
域
は
里

山
と
里
海
に
恵
ま
れ
、
豊
か
な

自
然
と
温
暖
な
気
候
は
、農
業
、

漁
業
に
適
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
自
然
の
魅
力
を
活
か
し

た
観
光
の
拠
点
が
多
数
あ
る
。

　
館
山
道
の
全
線
4
車
線
化
の

完
了
な
ど
道
路
整
備
の
進
展
も

相
ま
っ
て
、
多
く
の
方
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
って

お
り
、
広
域
的
な
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
効
果
を
実
感
し
て

い
る
。

　
一
方
、
南
房
総
地
域
と
外
房

地
域
を
広
く
連
結
し
て
い
る
国

道
1
2
8
号
に
つ
い
て
は
交
通

　
川
名
議
員　
デ
ー
タ
と
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
よって
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
し
、
新
た

な
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
十
分
勝
ち
残

れ
る
よ
う
に
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

や
価
値
の
創
造
を
行
い
、
そ
の
競

争
力
を
高
め
る「
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ンスフ
ォ
ー
メ
ー
ション（
D
X
）」

を
推
進
す
る
こ
と
が
、
民
間
だ

け
で
は
な
く
、
公
共
で
も
非
常

　
川
名
議
員　
農
業
・
農
村
の

機
能
維
持
に
、
県
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
農
業
や
農

村
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
ほ

か
、
水
源
の
涵
養
や
自
然
環
境

の
保
全
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
有
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た

り
、
こ
の
よ
う
な
農
業
・
農
村

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
国
の
交
付
金

等
を
活
用
し
て
、
農
業
者
や
地

域
住
民
な
ど
が
共
同
で
行
う
農

地
の
草
刈
り
や
用
排
水
路
の
補

修
作
業
な
ど
への
助
成
を
行
って

　
川
名
議
員　
県
道
和
田
丸

山
館
山
線
の
整
備
状
況
は
ど

う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
道
和
田

丸
山
館
山
線
に
つ
い
て
は
、
見

通
し
が
悪
く
幅
員
も
十
分
で
な

い
南
房
総
市
沓
見
地
先
の
1
・

3
㌔
㍍
、
池
之
内
地
先
の
1
・

0
㌔
㍍
で
、
現
道
拡
幅
事
業
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

沓
見
地
先
で
は
、
西
側
か

ら
順
次
事
業
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
0
・
4
㌔
㍍
が

完
成
し
て
お
り
、
現
在
、
続

く
0
・
4
㌔
㍍
に
つ
い
て
、
道

　
川
名
議
員　
国
道
4
1
0
号

の
川
谷
地
先
の
整

備
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長

　
国
道
4
1
0
号

は
、
南
房
総
地
域

の
中
央
部
を
縦
断

す
る
幹
線
道
路
で

あ
り
、
南
房
総
市

川
谷
地
先
で
は
、

道
路
の
幅
員
が
狭

く
屈
曲
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
全

で
円
滑
な
交
通
を

確
保
す
る
た
め
、

　
川
名
議
員　
県
有
林
の
管
理

は
ど
の
よ
う
に
行
って
い
る
の
か
。

ま
た
、
県
有
林
か
ら
の
木
材
の

生
産
状
況
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
有
林
で

は
、
5
年
ご
と
に
策
定
し
て
い

る
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
植
栽

後
5
年
目
ま
で
は
計
画
的
に
下

刈
り
を
行
い
、
そ
れ
以
降
は
適

宜
、
間
伐
等
の
保
育
作
業
を
実

施
し
、50
年
目
以
降
に
伐
採
し
、

植
栽
を
行
う
と
い
う
手
順
で
管

理
を
行
って
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
県
有
林
か
ら
生
産

さ
れ
た
木
材
の
量
は
、
約

4
0
0
立
方
㍍
と
なってい
ま
す
。

今
後
も
、
効
率
的
な
森
林
管
理

を
行
い
、
持
続
的
な
木
材
生
産

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

混
雑
が
発
生
し
て
い
る
区
間
も

あ
り
、
更
な
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
こ
で
う
か
が
う
が
、館
山
・

鴨
川
道
路
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
館
山
・

鴨
川
間
の
道
路
は
、
観
光
や
物

流
を
支
え
る
幹
線
道
路
に
交
通

が
集
中
し
、
市
街
地
を
中
心
に

渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
う
し
た
交
通
課
題

の
解
消
に
向
け
、
県
及
び
地
元

市
町
な
ど
で
構
成
す
る「
館
山
・

鴨
川
間
道
路
交
通
対
策
検
討

会
」に
お
い
て
、
優
先
整
備
区

に
重
要
な
課
題
に
なって
い
る
。

　
そ
こ
で
う
か
が
う
が
、
千
葉

県
I
C
T
利
活
用
戦
略
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

　
総
務
部
長　
I
C
T
利
活

用
戦
略
で
は
、
社
会
全
体
の

I
C
T
の
効
果
的
な
利
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、
県
が
自
ら
主

体
と
な
っ
て
推
進
す
る
取
り
組

み
に
対
し
て
、
68
の
成
果
指
標

　
川
名
議
員　
地
元
市

町
と
議
論
を
進
め
て
い

た
だ
き
、半
島
性
の
克
服
に
向

け
て
、館
山・鴨
川
道
路
の
早
期

具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

要望

　

川
名
議
員　

狭
隘

で
、交
通
安
全
上
の
問

題
が
あ
る
国
道
４
１
０
号
の
鴨

川
市
八
丁
地
先
は
、土
地
の
問

題
も
あ
り
、改
良
が
進
ん
で
い

な
い
。こ
の
部
分
の
改
良
を
強

く
要
望
す
る
。

要望

　

川
名
議
員　

県
道

和
田
丸
山
館
山
線
と

同
様
、東
西
を
横
断
す
る
幹

線
道
路
の
県
道
鴨
川
富
山
線

も
、鴨
川
市
区
間
が
非
常
に

狭
隘
で
あ
る
こ
と
か
ら
、改

良
の
検
討
を
行
う
よ
う
要
望

す
る
。

要望

等
を
設
定
し
、
進
捗
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
ま
で
に
、
波
及

効
果
の
高
い
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
W
e
b
会
議
の
利

用
者
数
な
ど
が
中
間
目
標
を
達

成
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
個
別
施

策
で
も
、スマ
ー
ト
農
業
に
関
す

る
取
り
組
み
な
ど
が
基
準
値
を

上
回
る
な
ど
、
48
の
指
標
等
に

い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
減
少

が
著
し
い
中
山
間
地
域
で
は
集

落
活
動
を
推
進
す
る
指
導
員
を

配
置
し
、
地
域
住
民
活
動
の
担

い
手
育
成
に
努
め
てい
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
内
に
多
数
あ
る

直
売
所
や
農
業
体
験
施
設
な
ど

で
は
、
都
市
住
民
が
農
山
漁
村

の
魅
力
に
直
接
触
れ
、
農
林
水

産
業
への
理
解
を
深
め
る
交
流
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に

関
す
る
情
報
発
信
を
強
化
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
農
村
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議場の自席で、県の施策へ要望する川名県議

間
を
検
討
す
る
た
め
、
道
路
交

通
に
関
す
る
課
題
の
抽
出
や
整

理
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

地
域
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討

お
いて
進
展
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

関
係
す
る
年
間
の
紙
使
用
量
な

ど
20
の
指
標
等
に
お
い
て
、
中

間
目
標
の
未
達
成
や
基
準
値
を

下
回
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り一層
の
推
進
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
川
名
議
員　
こ
れ
ま
で
の
進

捗
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
知
事　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展

や
新
型
コロナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
な

ど
に
よ
り
、
社
会
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
的
確
に
対

応
し
てい
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
管
理

職
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
D
X
に
関
す
る
研
修
な
ど

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
業
務
効
率
化
や
働
き
方

改
革
に
取
り
組
み
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
、

社
会
全
体
の
D
X
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
、
市
町
村
、
企
業
、

関
係
団
体
な
ど
多
様
な
主
体
と

も
連
携
し
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
村
活
性
化
へ

 

交
流
人
口
拡
大

１
・
７
㌔
㍍
の

拡
幅
事
業
進
行

1
・
7
㌔
㍍
の
現
道
拡
幅
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
北
側
の
1
㌔
㍍

区
間
が
完
成
し
て
お
り
、
残
る

南
側
の
0
・
7
㌔
㍍
区
間
に
お

い
て
は
、
今
年
度
、
構
造
物
の

詳
細
設
計
を
完
了
さ
せ
、
用
地

交
渉
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
地
元
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
残
る
用
地
の
取
得
を

進
め
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

路
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
池
之
内
地
先
で
は
、

ま
と
ま
っ
た
用
地
が
確
保
で
き

た
と
こ
ろ
か
ら
道
路
改
良
工
事

を
進
め
て
お
り
、
今
年
8
月
に

は
、
東
側
の
0
・
3
㌔
㍍
が
完

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
、
地
元
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
残
る
用
地
の
取
得
を

進
め
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

国
道
４
１
０
号
川
谷
地
先

沓
見
、池
之
内
地
先
で

道
路
改
良
工
事
実
施

県
道
和
田
丸
山
館
山
線

館
山
・
鴨
川
道
の
具
体
化
を

館
山
・
鴨
川
道
の
具
体
化
を

館
山
・
鴨
川
道
の
具
体
化
を

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
し

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

安
房
地
域
の
半
島
性
克
服
へ

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
有
林
か
ら
木
材
生
産

昨
年
度
４
０
０
立
方
㍍

県
有
林
か
ら
木
材
生
産

昨
年
度
４
０
０
立
方
㍍
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